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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
長
野
県
消
防
協
会
会
長
　
　

上
條
　
博
文

　

県
下
77
消
防
団
、
2
万
9

千
5
百
余
名
の
団
員
を
は
じ

め
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
1
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

す
。
ま
た
、
被
害
に
遭
わ
れ

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
く
安
全
な

暮
ら
し
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
地
球
規
模
の
気
候

変
動
の
影
響
が
顕
著
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
世
界
各
地

で
大
規
模
な
災
害
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

県
内
で
は
5
月
の
霧
ケ
峰
高

原
で
の
広
範
な
山
火
事
や
、

5
月
か
ら
7
月
飯
田
下
伊
那

地
域
を
は
じ
め
各
地
で
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
や
浸
水
被

害
、
12
月
に
は
白
馬
村
で
土

砂
災
害
が
あ
り
、
今
な
お
復

旧
途
中
で
あ
り
ま
す
。
各
地

の
災
害
現
場
で
警
戒
、
避
難

誘
導
、
復
旧
作
業
に
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
消
防
団
員
を
は

じ
め
、
日
頃
よ
り
使
命
感
を

持
っ
て
活
動
、
訓
練
さ
れ
て

お
ら
れ
る
全
て
の
消
防
団
員

の
皆
様
に
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、“
災

害
は
時
間
も
場
所
も
選
ば
な

い
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
”
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
、
備
え
が
い
か
に
大
事
か

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
地
域
と
住

民
の
生
活
の
状
況
を
把
握
し

た
上
で
活
動
す
る
消
防
団
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き

く
、
私
た
ち
の
使
命
は
益
々

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
消
防
協
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
昨
年
5
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け

が
5
類
に
な
っ
た
こ
と
で
、

様
々
な
事
業
を
見
直
し
な
が

ら
、
概
ね
コ
ロ
ナ
前
の
体
制

で
講
習
会
、
各
種
研
修
会
、

県
ポ
ン
プ
操
法
、
ラ
ッ
パ
吹

奏
大
会
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
県
大
会
等
に
参
加

さ
れ
た
選
手
、
団
幹
部
、
事

務
担
当
者
の
皆
さ
ん
、
女
性

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
と
お
話

を
す
る
中
で
、
皆
さ
ん
の
熱

意
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
女
性
消
防
団
員

の
活
躍
に
は
、
各
団
が
団
員

減
少
に
悩
む
中
、
今
後
の
活

動
へ
の
希
望
を
得
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
促
進
と
団
員
確
保

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
や
り
が
い
が
あ
り
、

入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

消
防
団
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
複
数
の
消
防

団
の
不
適
切
な
会
計
処
理
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
会

計
に
携
わ
る
団
員
と
監
督
す

る
団
員
は
、
今
一
度
見
直
し

を
行
い
、
団
の
内
外
に
説
明

で
き
る
正
し
い
会
計
処
理
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本

年
の
消
防
団
員
、
団
関
係
者

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
貴
消
防

団
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人

　
　
長
野
県
消
防
協
会

会　
　

長

上
條　

博
文

業
務
執
行
理
事
・

副
会
長

福
澤　

賢
治

副
会
長

日
下
部
良
也

　

〃

松
木　

道
夫

　

〃

笹
川　

政
義

常
務
理
事

小
野　

政
仁

理　
　

事

永
井　
　

豪

　

〃

関　
　

俊
之

　

〃

黒
澤　
　

薫

　

〃

小
松　

良
成

　

〃

竹
入　

英
城

　

〃

坂
巻　

剛
弘

　

〃

田
近　

哲
也

　

〃

二
木　
　

弘

　

〃

武
田　
　

望

　

〃

岡
田　
　

正

　

〃

中
村　

公
彦

　

〃

豊
田
恵
佐
学

　

〃

出
澤　

重
樹

監　
　

事

菅
沼　

祐
介

　

〃

宮
下　

喜
幸

　

〃

青
木　
　

弘

評
議
員

五
十
嵐
幸
男

　

〃

河
西　

満
正

　

〃

藤
森　

芳
樹

　

〃

倉
科　

広
三

　

〃

田
中　

敏
勝

謹
賀
新
年

　

こ
の
た
び
の
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
ま
た
、
被
害
に

遭
わ
れ
、
不
自
由
な

生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
方
々
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
く

安
全
な
暮
ら
し
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
で
復
旧
作

業
や
被
災
者
の
支
援

を
続
け
て
お
ら
れ
る

消
防
関
係
の
皆
様
に
、

感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
活
動
の
安

全
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

（
公
財
）

長
野
県
消
防
協
会

�

役
員
、
事
務
局

�

職
員
一
同
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第
2
回
理
事
会
開
催�

令
和
6
年
度
事
業
方
針
を
決
定

　

12
月
12
日（
火
）、
第
1
回
専
門
委
員

会
と
第
2
回
理
事
会
を
長
野
市
で
開
催

し
ま
し
た
。
各
副
会
長
と
理
事
は
、
総

務
、
教
養
、
福
利
厚
生
の
専
門
委
員
会

に
分
か
れ
て
、
6
年
度
事
業
の
骨
格
と

な
る
事
業
方
針
案
を
協
議
。
引
き
続
き

行
わ
れ
た
理
事
会
で
各
委
員
長
が
報
告

し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
理
事
会
で
は
、
今
年
度
の
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
実
施
報
告
や
、

操
法
大
会
の
あ
り
方
、
消
防
団
活
動
の

広
報
に
つ
い
て
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
務
専
門
委
員
会
関
係

①
基
金
運
用
、
日
本
消
防
協
会
・
県
消

防
協
会
定
例
表
彰
、
消
防
団
員
の
活

動
に
対
す
る
事
業
所
等
へ
の
協
力
依

頼
に
つ
い
て
従
来
ど
お
り
行
い
ま

す
。

②
広
報
活
動
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新

た
に「
消
防
団
広
報
コ
ー
ナ
ー
」を
作

成
し
、
消
防
団
や
地
区
消
防
協
会
が

行
っ
た
特
徴
あ
る
消
防
団
の
活
動
や

団
員
確
保
策
を
投
稿
に
よ
り
紹
介
し

ま
す
。ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関

紙「
信
州
消
防
」は
と
も
に
主
要
行
事

の
案
内
や
実
施
事
業
の
報
告
を
行
い

ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
協
会

主
要
行
事
に
加
え
て
各
団
の
事
業
を

掲
載
し
ま
す
。

③
女
性
消
防
団
員
活
性
化
会
議
を
引

き
続
き
開
催
し
、
県
内
女
性
消
防
団

員
の
交
流
、
情
報
交
換
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
の
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

④
県
の
関
与
と
し
て
、
6
年
度
も
今
年

度
と
同
様
の
事
業
費
補
助
及
び
当
協

会
運
営
へ
の
参
加
を
依
頼
し
ま
す
。

教
養
専
門
委
員
会
関
係

①
第
66
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

は
、
7
月
7
日（
日
）、
県
消
防
学
校

で
行
い
ま
す
。
運
営
方
法
等
は
今
年

度
大
会
の
反
省
事
項
を
踏
ま
え
て
実

施
要
綱
を
作
成
し
、
今
後
の
理
事
会

で
協
議
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴
操
法
実
施
要
領
及
び
操
法
大
会
審
査

要
領
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
し
ま

す
。

⑵
運
営
方
法

・
選
手
及
び
選
手
関
係
者
の
負
担
軽
減
と

競
技
の
効
率
化
の
た
め
、
地
区
消
防
協

会
ご
と
に
集
合
し
、
受
付
・
点
検
、
競

技
の
エ
リ
ア
を
移
動
し
、
競
技
後
退
場

す
る
選
手
及
び
関
係
者
の
入
替
え
方
式

と
し
ま
す
。

・
消
防
団
活
動
の
P
R
と
理
解
促
進
の
た

め
、
来
賓
を
招
待
す
る
と
と
も
に
、
報

道
関
係
者
に
広
報
し
ま
す
。

②
第
33
回
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

は
、
期
日
は
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
と
同
じ
、
場
所
は
県
消
防
学
校
屋

内
訓
練
場
で
行
い
ま
す
。

⑴
実
施
要
領
は
大
き
な
改
正
は
な
い
見

込
み
で
す
。

⑵
運
営
方
法
は
令
和
5
年
度
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
と
同
様
で
す
。

⑶
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
審
査
員
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
各
地
区
協
会
で
協
議
し
た
上

で
決
定
し
、
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

3
月
の
第
3
回
理
事
会
の
承
認
を

も
っ
て
正
式
決
定
と
し
ま
す
。

⑷
ラ
ッ
パ
吹
奏
講
習
会
は
県
消
防
学
校

ラ
ッ
パ
科
講
師
の
指
導
の
も
と
、
ブ

ロ
ッ
ク
推
薦
審
査
員
4
名
に
も
参
加

い
た
だ
き
4
月
20
日（
土
）午
後
、
県

消
防
学
校
で
行
い
ま
す
。

③
第
14
回
長
野
県
消
防
団
長
事
務
主
任

研
修
大
会
・
第
3
回
長
野
県
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
、
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
表

彰
式
を
10
月
6
日（
日
）午
後
1
時
か

ら
、
長
野
市
の
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ

ル
長
野
で
行
い
ま
す
。

④
副
団
長
講
習
会
は
、
6
月
8
日（
土
）

午
後
、
県
消
防
学
校
で
行
い
ま
す
。

⑤
消
防
団
員
指
導
員
研
修
は
、
12
月
12

日（
木
）と
13
日（
金
）に
1
泊
2
日
の

日
程
で
県
消
防
学
校
で
行
い
ま
す
。

⑥
消
防
団
幹
部
特
別
研
修（
日
本
消
防

協
会
主
催
）は
、
1
月
中
旬
に
東
京

都
で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
1
名
の

割
当
は
、
南
信
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

⑦
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

（
日
本
消
防
協
会
主
催
）は
、
男
性
が

1
月
下
旬
、
女
性
が
2
月
中
旬
に
東

京
都
で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
男
女

各
1
名
の
割
当
は
、
東
信
、
北
信
、

中
信
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

⑧
第
29
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

と
ち
ぎ
大
会
は
、
9
月
19
日（
木
）に

宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑨
第
30
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
、
10

月
12
日（
土
）に
宮
城
県
利
府
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。長
野
県
代
表
と
し
て
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
優
勝
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
す
。激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

福
利
厚
生
専
門
委
員
会

①
日
本
消
防
協
会
の
消
防
団
員
等
福
祉

共
済
は
、
県
下
消
防
団
員
が
全
員
加

入
し
て
い
ま
す
。
消
防
個
人
年
金
、

婦
人
消
防
隊
員
等
福
祉
共
済
、
全
日

本
消
防
人
共
済
会
の
火
災
共
済
に

も
多
く
の
団
員
に
加
入
い
た
だ
く

よ
う
、
各
団
に
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
。

②
県
消
防
関
係
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、
9

月
4
日（
水
）長
野
市
花
岡
平
で
行
い

ま
す
。開
催
当
番
は
当
協
会
で
す
。

③
第
43
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
10
月
3
日（
木
）東
京
都
で
行
わ

れ
ま
す
。　

④
日
本
消
防
協
会
の
福
祉
共
済
及
び
長

野
県
消
防
協
会
定
款
細
則
に
基
づ
く

弔
慰
金
等
に
つ
い
て
、
請
求
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
制
度
の
周
知
を
図
り
ま

す
。

⑤
信
州
消
防
団
員
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て
、
団
員
へ
周
知
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
紙「
信
州
消

防
」に
よ
り
積
極
的
に
広
報
し
ま
す
。

県
協
会
定
例
表
彰

　

5
年
度
の
長
野
県
消
防
協
会
定
例

表
彰
は
、
95
団（
団
及
び
分
団
）と

2
，
5
5
1
名
を
表
彰
、
市
町
村

の
出
初
式
等
で
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

・
優
秀
章�

14
団

　

・
無
火
災
賞�

3
団　

52
分
団

　

・
特
別
無
火
災
賞�

1
団
25
分
団

　

・
功
績
章�

81
名

　

・
永
年
勤
続
功
労
章�

3
0
2
名

　

・
功
労
章�

2
3
7
名

　

・
努
力
章�

2
0
5
名

　

・
精
績
章�

3
0
8
名

　

・
技
術
章�

2
0
0
名

　

・
精
勤
章�

1
，
1
9
2
名

　

・
退
職
者
感
謝
状�

26
名

　

県
内
か
ら
4
名
が
受
章
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

◆
瑞
宝
双
光
章

元
軽
井
沢
町
消
防
団
長

�

土
屋
勝
浩

◆
瑞
宝
単
光
章

元
中
野
市
消
防
団
長

�

神
田
雄
樹

元
長
野
市
消
防
団

�

分
団
長　

北
澤
勇
一

元
南
木
曽
町
消
防
団
長

�

志
水
保
仁

消
防
関
係
者

　
　
　    

秋
の
叙
勲

消防団員とご家族のご利用を
お待ちしております。



信州消防　No.617　令和 5年度（2024・1月）No.3

3

第
13
回
長
野
県
消
防
団
長
・

事
務
担
当
者
研
修
大
会
開
催

　

10
月
18
日（
水
）、
松
本
市
で
消
防

団
長
と
事
務
担
当
者
、
地
区
消
防
協

会
幹
事
合
わ
せ
て
約
2
百
名
が
出
席

し
、
研
修
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
前
に
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
の
表
彰
式

並
び
に
県
消
防
団
協
力
事
業
所
等
知

事
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
大
会
で
は
、
事
例
発
表
と
し

て
松
本
市
と
伊
那
市
の
各
消
防
団
が

団
活
動
の
理
解
促
進
の
た
め
の
取
組

み
な
ど
を
紹
介
。
講
演
で
は
、
糸
魚

川
市
消
防
団
の
斉
藤
直
文
団
長
が
糸

魚
川
市
駅
北
の
大
火
の
際
の
活
動
や

課
題
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
体
験

談
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
指
導
員
研
修
を
実
施

　

副
団
長
、
分
団
長
等
指
導
的
立
場

の
消
防
団
員
を
対
象
に
、
12
月
14
日

（
木
）と
15
日（
金
）の
2
日
間
、
県
消

防
学
校
で
消
防
団
員
指
導
員
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
研
修
に
は
県
下
各

地
か
ら
34
名
が
参
加
。
上
條
会
長
、

県
消
防
課
職
員
、
県
消
防
学
校
教
官

に
よ
る
講
義
や
実
技
な
ど
9
科
目
を

受
講
し
ま
し
た
。

参
与
会
開
催

　

10
月
26
日（
木
）、
参
与
会（
県
協

会
長
経
験
者
14
名
で
構
成
）を
上
田

市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。参
与
11
名
、

評
議
員
4
名
と
正
副
会
長
、
並
び
に

上
小
消
防
協
会
正
副
会
長
が
出
席
。

今
年
度
は
会
長
の
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
は
五
十
嵐
幸
男
氏
か
ら
、
中
澤

學
氏
に
、
副
会
長
は
塩
﨑
貞
夫
氏
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

会
議
後
は

来
賓
に
柳
沢

県
上
田
地
域

振
興
局
長
、

土
屋
上
田
市

長
並
び
に
堀

池
上
田
地
域

広
域
連
合
消

防
長
を
お
招

き
し
、
懇
親

会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
28
回
全
国
女
性
消
防
団
員�

活
性
化
石
川
大
会
に
参
加

　

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
石
川

大
会（
主
催
総
務
省
消
防
庁
、（
公

財
）日
本
消
防
協
会
な
ど
）が
11
月
16

日（
木
）金
沢
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
約
三
千
名
の
女
性
消
防
団
員
、

関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。
当
県
か
ら

は
正
副
会
長
、
女
性
消
防
団
員
な
ど

1
0
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
女
性
消
防
団
員
に
よ

る
紙
芝
居
、
事
例
発
表
、
石
川
県
知
事

と
タ
レ
ン
ト
山
田
邦
子
さ
ん
の
対
談

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
消
防
協
会
と
し

て
出
展
し
た
展
示
ブ
ー
ス
、「
長
野
県

女
性
消
防
団
員
活
性
化
会
議
」活
動
発

表
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

�

消
防
団
名

階　

級

氏　

名

川

上

村

分
団
長

日
向　

政
彦

川

上

村

分
団
長

油
井　

彩
悦

小

諸

市

副
分
団
長

柏
木　

俊
介

佐

久

市

分
団
長

松
井　

利
之

軽
井
沢
町

部

長

關　
　
　
　

順

御
代
田
町

副
分
団
長

櫻
井　

優
祐

上

田

市

分
団
長

矢
嶌　

直
樹

東

御

市

副
分
団
長

竹
村　

光
博

長

和

町

分
団
長

古
川　

俊
之

岡

谷

市

副
団
長

御
子
柴
健
朗

富
士
見
町

分
団
長

小
林　

良
司

原

村

副
団
長

小
池　

保
寛

伊

那

市

副
団
長

矢
野　

正
実

伊

那

市

副
団
長

北
野　
　

徹

駒
ケ
根
市

副
団
長

向
山　

正
浩

松

川

町

副
団
長

宮
澤　

俊
輔

平

谷

村

副
団
長

川
上　

英
智

売

木

村

副
団
長

清
水　

健
悟

泰

阜

村

副
団
長

松
下　

健
太

喬

木

村

副
団
長

横
前　

敏
武

上

松

町

副
分
団
長

町
野　
　

洋

南
木
曽
町

副
団
長

高
橋　

宏
光

王

滝

村

副
団
長

下
原　

伸
一

松

本

市

副
分
団
長

大
澤　

貴
弘

塩

尻

市

分
団
長

清
水　

茂
水

安
曇
野
市

分
団
長

望
月　

健
史

麻

績

村

副
団
長

佐
藤　

佳
彦

朝

日

村

分
団
長

福
井　
　

充

池

田

町

分
団
長

矢
口　

正
和

松

川

村

総
指
揮

宮
木　
　

徹

長

野

市

部

長

石
坂　

正
敬

信

濃

町

副
分
団
長

岩
尾　

利
章

飯

綱

町

副
分
団
長

石
川　
　

秀

山
ノ
内
町

副
団
長

竹
田　
　

久
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10
月
21
日（
土
）全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
が
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

で
行
わ
れ
、
長
野
県
代
表
と
し
て
飯

田
市
女
性
消
防
隊
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
全
国
か
ら
約
3
千
名
、

44
チ
ー
ム
。
長
野
県
か
ら
は
選
手
を

は
じ
め
、
飯
田
市
消
防
団（
坂
巻
団

長
）の
幹
部
、
サ
ポ
ー
ト
の
団
員
約
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
は
前
日
に
公
式
練
習
と
激
励

交
流
会
に
参
加
。
厳
し
い
練
習
を
持

ち
前
の
明
る
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
乗
り
越
え
た
皆
さ
ん
、
本
番
の
競

技
で
も
成
果
を
出
し
切
り
、
20
位
で

敢
闘
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
上
條
会
長

は
競
技
後
の
報
告
会
で「
県
代
表
と

し
て
大
変
誇
ら
し
い
。
県
内
全
て
の

消
防
団
に
勇
気
を
伝
え
て
い
た
だ
い

た
。」と
労
い
ま
し
た
。

第
25
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
開
催

飯
田
市
女
性
消
防
隊
出
場

消
防
出
初
式
各
地
で
挙
行

　

令
和
6
年
の
消
防
出
初
式
が
74
市

町
村
で
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
。（
1

月
実
施
67
、
4
月
実
施
7
）

　

実
施
市
町
村
で
は
、
各
消
防
団
が

1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
も
教
訓
に
、
災
害
対
応
力
の
向
上

と
地
域
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
被
災
地
へ
の
配
慮
等

で
分
列
行
進
の
取
り
止
め
や
式
典
前

に
黙
と
う
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
し

た
市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
茅
野
市
消
防
出
初
式

　

茅
野
市
で
は
、
1
月
7
日（
日
）消

防
団
員
5
2
9
名
が
参
加
し
て
市

内
を
分
列
行
進
し
、
茅
野
市
民
館
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
で

出
席
し
た
阿
部
守
一
知
事
は
祝
辞

で
、
団
員
の
活
動
に
感
謝
を
述
べ
、

激
励
し
ま
し
た
。

◆
松
本
市
消
防
出
初
式

　

特
別
表
彰「
ま
と
い
」お
披
露
目
会

　

1
月
5
日（
金
）県
下
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
、
観
閲
式
と
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

分
列
行
進
に
は
消
防
団
員
等
約

6
0
0
名
が
参
加
し
、
千
歳
橋
で
観

閲
式
、
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
で
表

彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
後
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
会

場
を
移
し
、
団
主
催
で
特
別
表
彰「
ま

と
い
」お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

特
別
表
彰「
ま
と
い
」は（
公
財
）日

本
消
防
協
会
が
行
う
表
彰
で
、
松
本

市
消
防
団
は
2
年
度
に
受
章
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
披
露
の
機
会
が
持

て
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
来
賓
で
出

席
さ
れ
た（
公
財
）日
本
消
防
協
会
の

秋
本
敏
文
会
長
か
ら
上
條
団
長
に
改

め
て
表
彰
状
及
び
ま
と
い
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

松本市消防出初式観閲式「まとい」お披露目会��秋本会長「まとい」お披露目会��秋本会長

茅野市消防出初式　阿部知事茅野市消防出初式　阿部知事

18
年
ぶ
り
に
長
野
県
代
表
と
な
っ

た
飯
田
市
は
、
令
和
5
年
10
月
21
日

（
土
）、
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
で

開
催
さ
れ
た
第
25
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
の
大
舞
台
。
各
分
団
か
ら
集

ま
っ
た
精
鋭
8
名
は
、
場
の
雰
囲
気

を
捉
え
和
ま
す
隊
長
の
木
下
を
始

め
、
皆
の
士
気
を
高
め
牽
引
す
る
指

揮
者
の
山
口
、
パ
ワ
フ
ル
な
中
に
繊

細
さ
を
秘
め
、
無
駄
な
動
き
無
く
安

定
感
抜
群
の
1
番
員
の
佐
藤
、
明
る

く
前
向
き
で
真
っ
直
ぐ
な
感
情
表
現

で
元
気
を
く
れ
る
2
番
員
の
長
沼
、

穏
や
か
で
癒
し
系
、
し
か
し
探
求
心

と
忍
耐
力
を
持
つ
4
番
員
の
市
瀬
、

最
年
少
で
も
常
に
冷
静
沈
着
で
鋭
い

視
点
を
持
つ
補
助
員
の
福
田
、
選
手

と
同
じ
目
線
で
寄
添
う
心
強
い
補
助

員
の
平
澤
。
こ
の
個
性
溢
れ
る
メ
ン

バ
ー
で
大
会
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
当
初
は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
に

不
慣
れ
で
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
。

全
て
が
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

皆
一
丸
と
な
り
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

訓
練
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
時
折

挟
む
「
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
」
は
心
と

身
体
の
栄
養
と
な
り
、
活
力
に
繋
が

り
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
最
高
の
秋
晴
れ
と

こ
の
場
に
立
て
る
幸
せ
と
で
気
持
の

高
ぶ
り
を
感
じ
ま
し
た
。
関
係
者
各

位
、前
回
出
場
の
上
田
市
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
訓
練
開
始
か
ら
協
力
を
惜
し

ま
ず
、
見
守
っ
て
く
れ
た
各
分
団
長

の
皆
さ
ん
の
声
援
は
一
体
感
を
醸
成

し
た
と
思
い
ま
す
。

応
援
席
か
ら
の
声
援
は
、
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
の
放
出
と
共
に
緊
張
も
ほ
ぐ

し
、
一
番
良
い
訓
練
の
成
果
披
露
と

な
り
ま
し
た
。
1
つ
1
つ
の
ピ
ー
ス

が
繋
が
る
よ
う
に
、
心
の
ピ
ー
ス
も

あ
の
場
面
で
繋
が
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。数
ヶ
月
間
の
訓
練
を
通
し
、

な
ぜ
、
ホ
ー
ス
を
一
直
線
に
展
張
す

る
の
か
、
ポ
ン
プ
に
圧
力
設
定
が
必

要
な
の
か
と
い
う
技
術
面
の
習
得
は

も
と
よ
り
、
皆
が
同
じ
方
向
、
同
じ

歩
幅
で
進
む
先
に
あ
る
、
思
い
や
り

と
団
結
力
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
が
一

番
の
収
穫
で
し
た
。
こ
の
大
舞
台
で

57
・
11
秒
と
い
う
自
チ
ー
ム
で
は
最

高
タ
イ
ム
が
記
録
で
き
た
の
も
、
心

が
一
つ
に
な
れ
た
お
か
げ
で
す
。

今
大
会
に
係
る
日
々
の
訓
練
を
共

に
し
た
仲
間
は
、
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
な
り
、
そ
し
て
宝
物
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
胸
に
こ
れ
か

ら
の
飯
田
市
消
防
団
が
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
、活
動
の
振
返
り
と
改
善
、

そ
し
て
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
進
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

飯
田
市
女
性
消
防
隊
　
3
番
員
　
佐
々
木�

彩
乃

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場

ー
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
ー


